















a. F. シラーにおける美的国家 (2)
b. R. ローティにおける詩化された文化と政治体 (po1 i ty) 



















































































































































































































































































の基本問題.n(1972)において，コシィオの法理論(C. Coss i 0， Panorama der 
eg010gischen Rechts1ehre. in : Die ont010gische Begrundung des Rechts. 

































一一 170 (358) -
不法に拒否されたものを強制的に取り戻すために立ち上がっている。自然
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